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１．NPO法人ふるさと回帰支援センターのご紹介

２．地方移住をめぐる現状

３．移住にあたっての３つの課題

４．新型コロナで地方移住はどう変わるか

内容
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ふるさと回帰支援センターのご紹介 ふるさと暮らし情報センター・東京（有楽町オフィス）

-3-

出展自治体一覧
専属相談員・相談窓口スペース設置（4１道府県２市）

北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、神奈川県、新潟県
富山県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、三重県、愛知県、滋賀県、京都府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、
島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、
宮崎県 鹿児島県、静岡県静岡市、兵庫県神戸市

専属相談員の配置のみ（1県）
石川県

展示パネル･資料展示コーナー設置（３県10市町村）
千葉県、奈良県、沖縄県
北海道函館市、北海道上士幌町、岩手県雫石町、神奈川県小田原市、富山県南砺市、長野県松本市、長野県飯山市、
長野県宮田村、千葉県南房総市、福岡県北九州市
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地方移住をめぐる現状 移住相談件数の推移2008-20（ふるさと回帰支援センター・東京）
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※ 2020 年は新型コロナ感染症の影響で⼤半の移住セミナー・相談会の開催形式がオンラインになったため、
来場相談者のランキングとセミナー参加者のランキングを分けて表記しています。
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都市の若者が地方に目を向けはじめた「地方回帰」の動き 6
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仕事の課題
地域に必要な「なりわい」
収入が減る・・・都市部との収入の格差
農村型のマルチワーク（複業・多業）

住居の課題
借家が少ない・・・空き家物件があまりない（空き家じゃない空き家）

受け入れ体制の課題
受け入れやすい集落、暮らしにくい地域
移住後のサポート体制

移住にあたっての３つの課題
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10「仕事」の課題
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13「住まい」の課題
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15
受け入れ体制
の課題



新型コロナで地方移住はどう変わるか 移住先選択の条件（優先順位（2017-2020）

前年から5.8ポイント低下
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■2019年9月6日（金）ドキュメント72時間-NHK放送後、相談者急増
＜2020年10月の相談件数：3416件＞
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• 4月9日から6月1日まで全職員を在宅勤務へ移
行（セミナー等は全中止、相談は電話・メー
ルにて対応）

新型コロナの移住施策への影響
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仕事 … リモートワーク移住=転職を伴わない移住
北関東3県の相談件数（電話･メール･面談）が前年同期比1.5〜2倍に（6-9月）

在宅勤務に伴う週に2日程度の出社＝「郊外」への「引っ越し」ニーズ
• 拡張する郊外：外環道エリア → 圏央道エリア → 小田原、高崎まで東京の郊外化
 通勤時間と部屋数のバーター（部屋数 ≧ 通勤時間）

住まい … 賃貸から購入へ（ローン審査の壁）
購入への不安・・・地域に縁のある人がメインターゲット

 未だに根強い賃貸ニーズ VS 空き家でない空き家問題

受け入れ体制 … ヨソモノへの不安と不信
自治体の期待 VS 集落側の不安

現地訪問・交流による「関係づくり」が困難に
オンラインだけでは関係づくりに時間がかかる

新型コロナ禍での移住の可能性と課題
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